
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ

に
あ
る
人
口
４
５
０
０
万

人
ほ
ど
の
国
。
ア
フ
リ
カ
大
陸

最
高
峰
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
を

有
し
、
ま
た
野
生
動
物
の
宝
庫

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

２
０
１
２
年
9
月
、
私
は
外

務
省
と
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
大

使
館
の
後
援
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
と

ザ
ン
ジ
バ
ル
※
を
訪
問
し
、
政

治
経
済
の
中
心
地
ダ
ル
エ
ス
サ

ラ
ー
ム
で
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
７
年
に
デ
ン

マ
ー
ク
で
初
演
し
て
以
来
、
芸

術
監
督
・
作
曲
家
と
し
て
続
け

て
い
る
国
際
文
化
交
流
・
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〝
日
本
の
童
話

絵
本
を
世
界
へ
〞（
朗
読
・
音

楽
・
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
）を
、ス
ワ
ヒ
リ
語
・
英
語
・

日
本
語
で
3
夜
に
渡
り
上
演

し
た
。
他
方
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
一
環
で
訪
れ
た
ア
ガ
・
カ
ー

ン
小
学
校
で
は
音
楽
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。

第1回　大地の詩、タンザニア

フォト・エッセイ『旅ノオト』
～ 国境なき音楽紀行 ～

ひらいもとき　　
ピアニスト、作曲家。

,
73年東京生まれ。桐朋高校、慶応義塾大学哲学科、英王立音楽院大学院卒。 ,

96年以来、ロンドンを拠点にヨーロッパ・アフリカ・中近東・アジア・米国・中南米を演奏旅行。米
カーネギーホール、英ウィグモアホール、蘭コンセルトヘボウなどでしばしばリサイタルを行う。音
楽を通して平和・環境・医療・教育問題にも積極的に取り組む。3.11以降、被災地や欧米各地で復興
支援コンサートを続けている。BBC、NHKなどテレビ・ラジオに多数出演。ロンドン在住。

　

ミ
ク
ミ
国
立
公
園
で
は
初

の
本
格
サ
フ
ァ
リ
を
体
験
、

野
生
動
物
た
ち
に
魅
了
さ
れ

た
。
ま
た
、
巨
大
な
バ
オ
バ

ブ
の
木
に
登
っ
た
こ
と
、 

燃

え
る
よ
う
な
夕
日
の
美
し
さ
、

そ
の
後
現
れ
た
闇
の
世
界
と

満
天
の
星
空
、
真
夜
中
に
自

分
の
寝
て
い
た
テ
ン
ト
を
ゾ

ウ
の
群
れ
に
囲
ま
れ
た
時
の

恐
怖
と
地
響
き
の
凄
ま
じ
さ
、

新
鮮
で
美
味
し
い
ト
ロ
ピ
カ

ル
フ
ル
ー
ツ
の
味
、
そ
し
て
、

す
ぐ
に
踊
り
出
す
陽
気
な
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
人
々
の
笑
顔
、

ど
れ
も
忘
れ
難
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

　

我
々
は
つ
い〝
ア
フ
リ
カ
〞

と
ひ
と
括
り
に
し
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
ア
フ
リ
カ
大
陸

に
は
54
も
の
独
立
国
が
あ

り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
だ
け
で
も

１
３
０
余
り
の
部
族
が
住
む
。

本
当
は
、
多
様
性
こ
そ
ア
フ

リ
カ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
種
・
言
語
・
宗
教
の
壁

を
超
え
て
、
音
楽
は
人
の
心

に
直
接
響
く
。
そ
し
て
、
音

楽
を
愛
す
る
と
い
う
一
点
に

お
い
て
、
世
界
に
国
境
な
ど

存
在
し
な
い
。
こ
の
信
念
を

胸
に
私
の
旅
は
続
く
。 日頃、音楽を通じて人々と交流し、世界各地を旅することが多い。これら旅の印象と感動を、

フォト・エッセイという形でほんの一部分でも日本の皆さんにお届けできればと思う。

マサイの青年

使用可能なピアノがみつからず、植民地時代の大
変珍しい一点もののエラール製の巨大なグランド
ピアノを数ヶ月かけて修繕していただき、リサイタ
ル開催にこぎつけた。鍵盤は、通常より９鍵多い
９７鍵と横幅も広い。縦はなんと３メートル。

終演後、熱狂的なスタンディング・オベーションが
続く。演奏中、音楽に合わせて体をスウィングさせ
る聴衆もいた。ピアノリサイタルは、専用コンサー
トホールがないため、タンザニアで最も格式ある
セ レスホテルのボールルームで行われた。

アガ・カーン小学校での音楽の授業風景

ワークショップ終了後、タンザニアの子どもたちと

駐タンザニア日本大使公邸で行われた『浦島太郎』
のスワヒリ語版初演。音楽は新作。ピアノソロ版も
後に書いたが、この時の楽器編成は２つのヴァイオ
リン（第１ヴァイオリンは、岡田眞樹大使が担当）。

ダルエスサラーム合唱協会メ
ンバーが、タンザニア民謡や
祖父・平井康三郎作曲の「平
城山」、「ゆりかご」などを熱
唱し、歓迎してくれた。ピア
ノ伴奏者がいなかったため、
筆者も飛び入りで参加。

※
現
在
こ
そ
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
属
す
る

も
の
の
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
諸
島
は
広
大

な
白
い
砂
浜
と
珊
瑚
礁
を
持
つ
内
陸

と
異
な
る
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
。
ザ
ン

ジ
バ
ル
、
及
び
民
族
音
楽
タ
ア
ラ
ブ

と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
次

回
以
降
の
連
載
で
紹
介
す
る
予
定
。

平井元喜公式ウェブサイトにて旅の写真を公開中。もっと世界の風景を見てみたい！という方必見です。
www.motoki-hirai.com 
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